
宇都宮都市交通戦略 施策事業評価表Ⅰ

１.施策の目的と目標

※H24年：バスはH24.10~H25.9　東武鉄道と地域内交通はH24.4~H25.3　ＪＲはH24.1~H24.12

２.重点施策事業の進捗状況 （凡例）◎:おおむね計画どおりに実施（実施中） ○:一部実施（実施中） △:検討中 －:未実施

１－① バス事業者

宇都宮市

１－② 地域住民

宇都宮市

１－③ バス事業者

栃木県

宇都宮市

４－① バス事業者

７０.４％ ⇒ ６２.３％

７４.８％ ⇒ ６７.７％

７４.８％ ⇒ ５９.５％

（Ｈ２９年度）

（Ｈ２９年度）

９２.２％ ⇒ ９４.５％

目標数値 (c)

（目標年）

進捗状況（％）

基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)
３２０９万人
（Ｈ２４年※）

（評価年）

８０.７％ ⇒ ７６.４％

６８.９％

⑹ 渋滞を解消し公共交通も通りやすい幹線道路を整備する

４２００万人
（Ｈ３０年）

数値 (b)

事業主体

（基準年）

基準数値 (a)

（Ｈ２４年度）

６７.４％

H24年度
実施状況

③ 交通での移動に関する市民満足指標

　・公共交通ネットワークの充実

　・道路ネットワークの充実

　・自転車のまち宇都宮の推進 ３０.８％

３３９１万人

３２.３％

３８.０％

H26年度
当初予定

７３.１％

（Ｈ２５年度）

（Ｈ２４年度）

□目標とする交通環境

⑴ 公共交通空白地域を改善する

⑵ 幹線と支線により，効率的に目的地に移動できる公共交通を整備する

□目的

⑶ バスの利便性を向上する

施策事業名

（Ｈ１８年）

地域内交通の導入

Ⅰ．誰もが移動しやすい交通環境を整備する

① 公共交通の年間利用者数

② 都市計画道路の整備率
□目標指標

□施策の体系

○導入に向けた取組
➜意識醸成・意向把握
➜運行内容の検討
➜試験運行予定：平石
○導入地区の取組
➜本格運行予定：雀宮，上河内，河内
➜運行効率化，利用促進
➜導入自治会の拡大（清原，城山，雀
宮）
➜料金・目的施設設定等の基準の再整
理

　公共交通が利用しにくいためクルマに依存しなくてはならない現状を改善して，市民や来街者など誰もが公共交通を利用しやすくすることにより，目的に応じて公共交通とクルマが共存で
きる交通環境の構築を目指す。

○導入に向けた取組
➜説明会・調査の実施：河内，平石，姿
川，豊郷
➜試験運行の開始：雀宮，上河内，河
内
➜本格運行移行：横川，富屋
○導入地区の取組
（14地区中10地区11路線で導入）
➜運行計画改善（目的施設の追加等）
➜支援制度拡充（利用促進費補助，運
行診断，インセンティブ制度等）

H25年度
当初予定

○路線新設
➜東図書館線（東野交通）
○路線新設（社会実験）
➜中心市街地南循環線，平松本町線：
自主運行に向けた運行計画改善，利用
促進の実施

○路線新設の検討
○路線新設（社会実験）
➜H25.1~中心市街地南循環線（東野交
通），平松本町線（関東自動車）
※運行頻度向上
➜戸祭台循環線（関東自動車），ベル
モール線（関東自動車，東野交通）

○導入に向けた取組
➜説明会・調査の実施：上河内，河内
➜試験運行の開始：富屋，横川
○導入地区の取組
➜運行計画の見直し：清原，国本，篠井
➜支援制度の見直し検討

⑷ 公共交通の案内情報を充実する

⑸ 公共交通へのアクセス手段を拡大する

指標名

（Ｈ２２年度）

２４.５％

４５.９％

５０.８％

４１.２％

H25年度
評価

H25年度
実施状況

○鉄道駅付近
➜東武江曽島駅東口
○バス停付近
➜4か所（野尻ほか）

２８.６％

３４.４％

○ＪＲ宇都宮駅
➜有人案内の実施（体制維持）
➜観光案内所への情報提供
➜市広報紙，改定バスマップによる案内
システムの周知

◎

○ＪＲ宇都宮駅
➜有人案内の実施（体制維持）
➜観光案内所との連携
➜案内システムの周知

○路線新設
➜雀宮真岡ｲﾝﾀｰﾊﾟｰｸ線（東野交通）
○路線新設（社会実験）
➜今宮線（新規）
➜中心市街地南循環線，平松本町線
（継続）

○バス停付近
➜5か所（下栗団地，富屋地区市民セン
ターほか）

○ＪＲ宇都宮駅
➜有人案内の実施
➜観光案内所への情報提供
➜バス総合案内システムの周知

○鉄道駅付近
➜東武江曽島駅東口（254台）
○バス停付近
➜野尻，狭又局前，とちぎ男女共同参
画センター（各15台）

○バス車庫等
➜細谷，柳田（拡充）
○バス停付近
➜平出工業団地公園，堀切，稚ヶ坂坂
上，西中丸

○ＪＲ宇都宮駅
➜有人案内の実施（西口3→4人，東口
新1人）（関東自動車）
➜観光案内所への情報提供
➜市広報紙，テレビ，ラジオによる案内
システムの周知

○

◎

・有人案内の実施や観光案内所との連携等により，公共交通
ネットワークの中心であるＪＲ宇都宮駅における円滑なバス利
用につながっている。
・引き続き，関係者が連携を図り，来街者等のバスの円滑な
利用に資する案内の充実に取り組む必要がある。

◎

・東図書館線の新設により，東図書館や平出工業団地等へ
の新たな利用者の確保につながっている。
・中心市街地南循環線は，双方向運行等の改善を行った
が，利用者が運行開始当初と同程度となっており，更なる運
行計画の改善を検討する必要がある。
・平松本町線は，利用者数が運行開始当初の2倍となるなど
着実に増加しているが，日中の需要掘り起こし等更なる利用
者の確保に取り組む必要がある。

・駐輪場の整備により，鉄道駅や郊外部のバス路線へのアク
セス性が向上し，公共交通の利用促進につながっている。
・引き続き，交通事業者や道路管理者等と連携を図り，整備
を推進する。また，公共施設の既存駐輪場の活用など更なる
展開の検討と併せ，利用の少ない駐輪場については周知な
ど利用促進を図る必要がある。

・H24年度に試験運行を開始した2地区（横川，富屋）におい
て，地域における利用促進策の実施等により運行が定着した
ことから，本格運行に移行するとともに，新たに3地区（雀宮，
上河内，河内）において試験運行を開始するなど，着実に取
組が広がり，郊外部の日常生活の移動手段の確保につな
がっている。
・引き続き，未導入地区における早期運行に取り組むととも
に，導入地区においては，持続可能な運行を目指し，更なる
利用促進や運行効率化，導入自治会の拡大に取り組む必要
がある。

○導入に向けた取組
➜意識醸成・意向把握
➜運行内容の検討
➜試験運行開始予定：雀宮，上河内，
河内
○導入地区の取組
➜新たな支援制度による利用促進

○路線新設
➜H25.4~東図書館線（東野交通）
○路線新設（社会実験）
➜双方向運行，ダイヤ変更，買い物
クーポン等の実施
➜中心市街地南循環線：月1千人余利
用
➜平松本町線：月6千人超利用
※運行頻度向上
➜帝京大線（関東自動車）
　御幸ヶ原元町線（東野交通）

バス路線の新設

Ｃ＆Ｒ（Ｃ＆ＢＲ）用駐輪場
の整備

鉄道駅におけるインフォ
メーションの改善

資料１－１



５－③ 宇都宮市

６－① 栃木県

宇都宮市

２－２.中期的施策事業の進捗状況 （凡例）◎:おおむね計画どおりに実施（実施中） ○:一部実施（実施中） △:検討中 －:未実施

２－①

２－②

２－③

３－⑨

３.施策の評価

４.取組の方針

H25年度
当初予定

H25年度
実施状況

H25年度
評価

○東西駅前広場等詳細設計
➜バス乗降場，タクシー乗降場，一般車
乗降場等の整備
➜各乗降場への上屋の設置等
○岡本駅西口電線共同溝詳細設計
○西口広場整備工事

○工事完了，供用開始
➜H25.12真岡宇都宮バイパス
○一部供用開始
➜H25.11鶴田宝木線
　 H25.12産業通り(陽南)
○用地補償，改良工事等の実施
➜宇都宮環状北道路，産業通りほか9
路線

・整備路線の重点化を図るとともに，鶴田宝木線の一部供用
など事業の前倒しも行いながら，着実に進めている。
・都市・地域間の連携強化のみならず災害に強い都市基盤
の形成に必要な事業であることから，引き続き計画的に取り
組む必要がある。◎

◎

○工事完了，供用開始
➜真岡宇都宮バイパス
○用地補償，改良工事等の実施
➜宇都宮環状北道路，産業通りほか7
路線

○東西駅前広場等詳細設計
○岡本駅西口電線共同溝詳細設計
○西口広場整備工事

H26年度
当初予定

・東西自由通路整備や橋上駅舎化等の駅関連施設の事業
進捗と連携を図りながら，駅前広場や駐輪場整備等の事業
に取り組んでいる。
・北東部地域の地域交流拠点の形成を推進する上で重要な
事業であり，引き続き関係機関と協議・調整を図りながら，東
西自由通路や橋上駅舎等との一体的な供用開始に向けて
取り組む必要がある。

・バス事業者及び行政によるバス路線の新設や地域内交通の導入など，公共交通空白地域の解消に向けた取組が進められるとともに，バスの運行頻度の向上や駐輪場の整備等による
公共交通のアクセス性・乗り継ぎ利便性の向上を着実に進めてきたことにより，昨年に続き前年比増となる公共交通の利用者数の確保につながった。
・都市計画道路の整備も計画どおりに進められているが，高齢化の進行に加え，環境負荷低減や安全で災害に強い交通環境の整備に向けた市民意識の高まりなど，更なる要請に対応
するため，引き続き，公共交通や道路の充実に向けた取組を進める必要がある。

○西口広場整備工事

○工事完了，供用開始
➜宇都宮環状北道路（下川俣立体交
差）
○一部供用開始
➜鶴田宝木線
○用地補償，改良工事等の実施
➜産業通り，大通りほか8路線

○東西駅前広場等概略設計

ＪＲ岡本駅周辺の整備

幹線公共交通の整備

トランジットセンターの整
備

ＩＣカードの導入

○市民説明の実施
➜パンフレットの全戸配布
➜オープンハウス，市民フォーラムの開
催
○基本方針の策定
➜東西基幹公共交通にＬＲＴを導入
　ＪＲ宇都宮駅東側：優先整備
　ＪＲ宇都宮駅西側：ＩＣカード導入等の
利便化・高度化の実施
➜関連バス網の整備

施策事業名 事業主体
H24年度
実施状況

都市計画道路の整備

○工事完了，供用開始
➜H24.12大通り，H25.3泉ヶ丘線
○用地補償，改良工事等の実施
➜宇都宮環状北道路，産業通りほか7
路線

○

・市民説明の実施により，市民理解の促進が図られているも
のの，より分かりやすい丁寧な説明が求められているため，今
後とも，事業化に向けた調査検討を進める中で明らかになる
情報を加えながら，継続的な市民説明に取り組む必要があ
る。
・各種具体的な調査を進めるとともに，「芳賀・宇都宮基幹公
共交通検討委員会」において具体的な検討を進めている。
・ＬＲＴを基軸とした公共交通ネットワークの構築は，本市のま
ちづくりを支える必要不可欠なものであることから，引き続き，
関係機関と連携を図り，早期実現に向けて計画的に取り組む
必要がある。

○市民説明の実施
➜パンフレットの作成配布
➜オープンハウス，シンポジウム等の開
催
○事業化に向けた調査検討等
➜宇都宮都市圏交通実態調査の実施
➜路線測量，道路・軌道構造物等設計
の実施
➜ＪＲ宇都宮駅横断部概略検討調査の
実施（継続）
➜ＬＲＴ導入に係る環境影響調査の実
施（継続）
➜法定協議会の設置・運営
➜地域公共交通総合連携計画等の策
定

・円滑で利便性の高い公共交通ネットワークの形成を図るため，引き続き，交通事業者，地域住民及び行政が連携しながらバス路線の更なる新設・拡充や地域内交通の未導入地区へ
の早期導入，交通結節点の充実を図るとともに，ＬＲＴの導入を見据えたバスネットワークの再編，ＩＣカードの導入等新たな利便化策についても検討する。
・道路整備については，事業の費用対効果や緊急性など事業の優先度を考慮しながら，計画的かつ効率的に都市・地域間の連携を強化する道路網の形成を推進する。

基幹公共交通の整備

○市民説明の実施
➜オープンハウスの開催
➜地区連合自治会単位説明会の開催
○LRTの事業化に向けた調査・検討
➜新交通システム事業化計画策定調査
の実施
➜バスネットワーク再編・利便化に関す
る調査の実施
➜ＪＲ宇都宮駅横断部概略検討調査の
実施
➜環境影響調査の実施

○市民説明の実施
➜オープンハウスの実施
➜地区連合自治会単位説明会の実施
○事業化計画策定調査の実施
➜導入空間，需要予測，施設整備等の
検討
➜「芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委
員会」の設置，開催
○バスネットワーク再編・利便化に関す
る調査の実施
➜バス乗降調査の実施，再編，ＩＣカー
ド導入等に関する検討
○ＪＲ宇都宮駅横断部概略検討調査の
実施
➜支障工作物の調査，導入空間の検討
○ＬＲＴ導入に係る環境影響調査の実
施
➜自然環境保全対策に関するアドバイ
ザー会議の開催，自然環境等の現地調
査の実施


